
 

 

 

 

 

 

 

 

プレスリリース カテゴリー【環境・サイエンス】 

報道関係者各位 

2014年 3月 6日 

 

沖縄県の八重山諸島、世界基準をクリアする夜空環境の可能性 

国際ダークスカイ協会 東京支部が石垣島・西表島・竹富島を視察 

 

国際ダークスカイ協会 東京支部（支部代表：東洋大学経営学部准教授 越智信彰、以下、IDA 東京）は、

国内初のダークスカイプレイス認定の候補地として初めて沖縄県の八重山諸島訪問し、夜空環境の視察を行

いました。 

 

国内初のダークスカイプレイス認定を目指して 

 2月 28日から 3月 4日までの 5日間の日程で石垣島・西

表島・竹富島を視察、自治体や観光協会、石垣島天文台、

NPO 法人八重山星の会など、地域関係者との交流も図り、

国内初のダークスカイプレイス認定に向けた今後の夜空保

護の取り組みについて話し合いを行いました。 

ダークスカイプレイスについての詳細は、IDA 東京ウェブ

サイト(http://idatokyo.org) をご参照ください。 
 

八重山諸島の大きな可能性 

 八重山諸島は、これまで認定された地域の最も暗い数値

と同水準で、世界基準をクリアする夜空環境を持っていま

す。また、今年で 14年目となるライトダウンイベント「南

の島の星まつり」の実績により光害に対する地域の意識も

高く、八重山諸島の夜空は大きな可能性を秘めています。 

 

今後の取り組み 

今後は、光害に対する地域社会全体の理解と貢献、屋外照

明のガイドラインや条例の整備など、地域と連携して取り

組み、夜空や豊かな自然環境の保護、星空観光産業の発展

に寄与します。 

 

 国際ダークスカイ協会 (IDA)、IDA 東京とは 

国際ダークスカイ協会は、人工照明による光害問題に取り組む NPO団体です。IDA東京は、その日本

国内の支部として 2013年 1月に開設されました。環境分野・照明分野・天文分野などの専門家が集ま

り、光害を抑え省エネにも配慮した良好な光環境の形成を目指し活動しています。 

 

 本件に関するお問い合わせ先 

国際ダークスカイ協会 東京支部 事務局（担当：越智
お ち

信
のぶ

彰
あき

） 

FAX：03-3945-7477 E-mail：ochi (at) idatokyo (dot) org 

国際ダークスカイ協会 東京支部（IDA 東京）事務局 

〒112-8606 東京都文京区白山 5-28-20 東洋大学経営学部越智研究室 

Fax: 03-3945-7477 Mail: ochi (at) idatokyo (dot) org 

http://idatokyo.org/

